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乳がん検診に行きましょう

未来を担う子どもを地域で支える
児童委員、主任児童委員

地域子育て支援
親子ふれあい「人形舞台劇」 あなたがうまれるまで



あなたと、大切な人のために

お問い合わせ　保健所健康課　☎536-2516

　市では、マンモグラフィー検査と視触診検査による
乳がん検診（集団・施設）を実施しています。2年に1度
は乳がん検診を受けましょう。

　集団検診の日時・場所は、毎月15日号の市報をご覧くだ
さい。また、施設検診の実施施設は、保健所健康課へお問い
合わせください。

定期的な乳がん検診

10月はピンクリボン月間です
ピンクリボンは、乳がんの早期発見・早期診断・早期治療の大切さ
を伝えるために世界共通で使われているシンボルマークです。

乳
が
ん
に
か
か
る
女
性
が
年
々
増
加
し
、

40
歳
代
で
ピ
ー
ク
に

　
日
本
で
は
、毎
年
5
万
人
以
上
の
女
性
が
新
た
に「
乳
が
ん
」と
診

断
さ
れ
、女
性
が
か
か
り
や
す
い
が
ん
の
第
1
位
で
す
。

　
平
成
17
年
の
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ

ー
の
統
計
に
よ
る
と
、生
涯
に
乳
が
ん
を
患
う
日
本
人
女
性
は
16
人

に
1
人
で
す
。

　
ま
た
、乳
が
ん
は
、胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
の
よ
う
に
年
齢
が
高
ま

る
と
と
も
に
増
え
る
が
ん
と
は
異
な
り
、30
歳
代
か
ら
増
加
し
、40

歳
代
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。そ
の
後
、緩
や
か
に
減
少
し
つ

つ
も
80
歳
代
ま
で
高
い
確
率
で
推
移
し
て
い
き
ま
す
。

乳
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
人
は
？

乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に

　
乳
が
ん
は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
、90
％
以
上
が
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

乳
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。治
癒
の
可
能
性
を
高
め
る
に

は
、早
期
発
見
。初
期
に
は
発
生
し
て
も
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

定
期
的
な
自
己
検
診
と
乳
が
ん
検
診
が
早
期
発
見
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

◎
40
歳
以
上
の
人

◎
出
産
経
験
の
な
い
人
ま
た
は
初
産
が
30
歳
以
上
の
人

◎
閉
経
が
55
歳
以
上
の
人

◎
肥
満
の
人

◎
家
族
に
乳
が
ん
に
な
っ
た
人
が
い
る
人

◎
良
性
の
乳
腺
の
病
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

◎
乳
が
ん
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

乳がん検診に
行きましょう

女性特有のがん検診（乳がん、
子宮頸がん）の無料クーポン
券を対象年齢の女性に送付し
ています。ご利用ください。

　乳がん検診は、自分でチェックできる数少ないが
んです。自己検診は、月経開始から約１週間位の乳
房が柔らかい時期が適しています。また、閉経後の
人は毎月、日にちを決めて行いましょう。

月に1度の自己検診

乳がんの自己検診法

腕を上げて正面、側面、斜めを鏡に映し、
乳房にへこみや引きつれがないかを調べ
ます。

❶乳房全体をみる

親指から人差し指の腹で、乳房やわきの
下、鎖骨のあたりを触ってしこりがないか
を調べます。

❷触ってみる

乳首の外見を観察し、軽くつまみ、その下
を手のひらで圧迫し、分泌物が出ないか
を調べます。

❸乳首を観察する

・24年度に満30歳以上の偶数年齢になる人
・23年度中に満30歳以上で検診未受診の人

・50歳未満の人‥‥‥‥‥‥‥ 1,600円
・50歳以上の人‥‥‥‥‥‥‥ 1,200円

自己
負担額

対 象

●
市
や
児
童
相
談
所
、保
健
所
、学
校
な
ど
の
各
関
係
機
関
と
児

童
委
員
と
の
連
絡
調
整

●
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

●
乳
幼
児
と
そ
の
親
が
集
う「
子
育
て
サ
ロ
ン
」の
開
催

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問 

な
ど

●

妊
産
婦
や
母
子
・
父
子
家
庭
、地
域
の
児
童
な
ど
の
見
守
り
・

訪
問

●
児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
専
門
機
関
の
紹
介

●
子
ど
も
会
や
自
治
会
の
地
域
活
動
、学
校
行
事
へ
の
協
力

●
学
校
の
登
下
校
時
の
安
全
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動 

な
ど

　
地
域
で
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
つ
人
の
相
談
相
手
と
な
り
、地
域
住
民
と
市
や
関
係
行
政
機
関

と
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
す
る「
民
生
委
員
」。

　
市
で
は
、現
在
、厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
8
1
0
人
の
民
生
委
員
が
、各
地
域
で
福

祉
全
般
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。民
生
委
員
は
、お
お
む
ね
自
治
区
単
位
で
子
ど

も
・
子
育
て
の
相
談
な
ど
に
応
じ
る「
児
童
委
員
」も
兼
ね
て
い
る
こ
と
か
ら「
民
生
委

員
児
童
委
員
」と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、民
生
委
員
児
童
委
員
の
う
ち
91
人
が
、校
区
単
位
で
児
童
福
祉
を
専
門
的
に

担
当
す
る「
主
任
児
童
委
員
」と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
に
一
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
、「
児
童
委

員
」「
主
任
児
童
委
員
」を
紹
介
し
ま
す
。

　児童委員、主任児童委員には守秘義務があり、相談内容

などの秘密は厳守します。子どもや子育てに対する不安など

がありましたら、一人で悩まず、安心してお近くの児童委員、

主任児童委員へご相談ください。

児童委員・主任児童委員の活動

連携・協力

連携・協力

市や児童相談所、
保健所、学校など

児童委員 主任児童委員

妊産婦や母子・
父子家庭など

世帯状況の把握
や情報提供、相
談・援助など

童
委
員
の
活
動
内
容（児

童
に
関
す
る
相
談
や
必
要
な
援
助
）

任
児
童
委
員
の
活
動
内
容

（
児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
支
援
）

※
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
の
連
絡
先
が
分
か
ら

　
な
い
場
合
は
、福
祉
保
健
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
を
地
域
で
支
え
る

　

児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員

検診では発見しにくい乳がんもあります。定期的に自己検診を行うと
ともに、「何か変だな」と感じたら迷わず専門医の診察を受けましょう。

　
わ
た
し
は
主
任
児
童

委
員
と
し
て
、お
母
さ
ん

た
ち
の
交
流
の
場
で
あ

る「
子
育
て
サ
ロ
ン
」の

開
催
や
学
校
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
、不
登
校
や
虐
待
と
い
う
問
題
を

解
決
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
特
に「
子
育
て
サ
ロ
ン
」で
は
、子
育
て
に
対
す
る

同
じ
悩
み
を
持
っ
た
仲
間
が
出
会
い
、打
ち
明
け
る

こ
と
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。ま
た
、参
加
し
て

い
る
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
は
、「
子
育
て
の
中
で
ホ

ッ
と
で
き
る
場
所
が
で
き
た
」「
地
域
の
人
た
ち
に

見
守
ら
れ
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
」と
い
っ

た
声
も
あ
り
、地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　
子
育
て
を
し
て
い
る
人
な
ら
、誰
も
が
抱
え
る
不

安
や
悩
み
を
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
に
よ
り
心
が

落
ち
着
き
、優
し
い
気
持
ち
で
子
育
て
を
楽
し
め
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
を
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

桃
園
校
区
主
任
児
童
委
員　

堤　

洋
子 

さ
ん

『
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を
』

お
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
健
課
　
☎
5
3
7
・
5
6
2
3

早期発見のポイント

児主
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陶
芸
祭
2
0
1
2

日 

時
／
10
月
14
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

場 

所
／
河
原
内
陶
芸
楽
習
館
、河
原
内
く
す
の
き
ホ
ー
ル
、

　
　
　 

河
原
内
く
す
の
き
ホ
ー
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド

第26回 読書週間事業市民図書館

志茂田 景樹氏 講演会
─楽しく生きるヒント─
今こそゆっくりさわやか人生を

日　時　11月4日㈰ 午後2時開演
  （午後1時30分開場）
場　所　コンパルホール3階　多目的ホール
定　員　400人（当日先着順）

中判田駅

竹中駅
河原内川

葬斎場

大
野
川

竹
中
中
学
校

↑大分市街

白滝橋

JR豊
肥
本
線

国道10号

大南大橋

( 　

(

P

河原内
くすのきホール

河原内
陶芸楽習館

無料

無料 無料

■
表
彰
式（
子
ど
も
・一
般
部
門
）　

■
陶
芸
作
品
展
示
会

■
陶
器
の
即
売
コ
ー
ナ
ー

■
輪
投
げ
コ
ー
ナ
ー

■
地
元
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー

■
食
べ
物
販
売
コ
ー
ナ
ー

■
陶
器
抽
せ
ん
会

■
絵
付
け
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　（
5
0
0
円
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

竹
炭
、野
菜
な
ど

く
り
お
こ
わ
、鶏
め
し
、お
で
ん
な
ど

午
前
11
時
30
分
〜
正
午

お
皿
な
ど
に
絵
付
け
を
し
ま
す

午
後
0
時
15
分
ま
で
随
時
受
付

日　　時　10月20日㈯　午前9時30分～正午
場　　所　コンパルホール4階　美術工芸室
対　　象　小学3年生以上
定　　員　30人（先着順）
参 加 料　300円（材料費）
申込期間　10月5日㈮～19日㈮

1理科の実験講座
楽しい実験盛りだくさん！

日　　時　10月28日㈰　午前10時～午後0時30分
場　　所　コンパルホール4階　調理実習室
対　　象　小学生以下（4歳未満を除く）とその保護者
定　　員　20組40人（先着順）
申込期間　10月16日㈫～26日㈮

2絵本クッキング
絵本に出てくる料理を作ってみませんか？

日　　時　11月3日㈯　午前10時～正午
場　　所　コンパルホール4階　美術工芸室
対　　象　中学生以上
定　　員　20人（先着順）
申込期間　10月16日㈫～26日㈮

3手づくりマイブック
自分だけの本を作ってみませんか？

日　　時　10月31日㈬
　　　　　1回目　午後2時上映（午後1時30分開場）
　　　　　2回目　午後6時上映（午後5時30分開場）
場　　所　コンパルホール1階　文化ホール
定　　員　各回500人（当日先着順）

映画鑑賞会「父と暮らせば」
作家・井上ひさしの戯曲を映画化。

1～3の申込み／直接または電話で、希望講座名を市民図書館（府内町一丁目5番38号　コンパルホール内）へ。

お問い合わせ　生涯学習課　☎537-5649陶芸の魅力を満喫

観る探す体験

無料

志茂田 景樹氏（作家・タレント・よい子に読み聞かせ隊隊長）

第66回読書週間標語

ホントノキズナ

少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
の
姿
に
感
じ
る

喜
び
や
楽
し
み
。そ
し
て
、同
時
に
抱
え
る
心
配
や
悩

み
に
よ
る
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
。思
い
通
り
に
な
ら
な

い
子
ど
も
に
、つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
と
き
、ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、気
持
ち

を
切
り
替
え
る
機
会
も
必
要
で
す
。

今
回
の
舞
台
は
、プ
ロ
の
劇
団
に
よ
る
合
同
公
演
で

「
人
形
芝
居
ひ
つ
じ
の
カ
ン
パ
ニ
ー
」の
代
表「
北
村
直

樹
」と「
く
わ
え
・
ぱ
ぺ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
」の
代
表「
つ
げ

く
わ
え
」が
、お
な
か
の
中
で
育
っ
て
い
く
子
ど
も
と

親
と
し
て
育
っ
て
い
く
パ
パ
と
マ
マ
の
様
子
を
コ
ミ
カ

ル
に
、そ
し
て
絶
妙
な
掛
け
合
い
で
演
じ
ま
す
。

演
劇
や
音
楽
な
ど
の
生
の
舞
台
は
、わ
た
し
た
ち
の

感
性
や
想
像
力
を
豊
か
に
す
る
不
思
議
な
力
を
持
っ

て
い
ま
す
。

一
緒
に
泣
い
た
り
、笑
っ
た
り
。こ
の
機
会
に
、同
じ

空
間
で
同
じ
作
品
を
親
子
で
楽
し
ん
で
、「
あ
な
た
が
、

生
ま
れ
た
と
き
は
ね
…
」と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
ら
す
じ

あ
る
日
、わ
た
し
の
お
な
か
の
中
で
芽
生
え
た
小
さ
な
命
。

あ
と
9
か
月
。あ
な
た
は
豆
粒
だ
っ
た
。

不
安
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
マ
マ
を

上
手
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い
パ
パ
。

初
め
て
の
出
産
は
、本
当
に
ハ
ラ
ハ
ラ
、ド
キ
ド
キ
!!

6
か
月
・・・
3
か
月
・・・
1
か
月
・・・

「
ま
あ
、よ
く
来
て
く
れ
た
ね
」大
喜
び
の
マ
マ
と
パ
パ
。

見
た
後
に
、子
ど
も
を
ギ
ュ
ッ
と
抱
き
し
め
た
く
な
る

温
か
で
、ち
ょ
っ
と
愉
快
な
物
語
。

11月4日㈰
鶴崎市民行政センター
午前10時30分～（午前10時10分開場）

11月3日㈯
稙田市民行政センター
午前10時30分～（午前10時10分開場）

無料
事前申込みが
必要です

左／つげくわえ氏　右／北村直樹氏

あなたが
うまれるまで

■定　員

■対　象

■申込み

各100組（先着順）

小学生以下（4歳未満を除く）とその保護者

往復はがきまたはファクス、Ｅメールで、参
加者全員の住所、氏名、電話番号を記入し、
10月2日㈫～26日㈮〈必着〉に子育て支援
課（〒870-8504  荷揚町2番31号  5533
-2611     kosodatesien1＠ｃｉｔｙ.ｏｉｔａ.ｏｉｔａ.
ｊｐ）へ。

子育ての期間中は、子どもの成長に喜びを感
じることができる一方で、子どものことでの悩
みや心配は尽きることがありません。
市では、命の大切さや尊さ、誕生の奇跡、家族
の絆や人と人のつながりについて考えるきっか
けとなるよう、映画の上映や舞台の公演などを
開催しています。
今回は、親子ふれあい人形舞台劇「あなたが
うまれるまで」の公演を開催します。

お問い合わせ　子育て支援課　☎537-5675

親子ふれあい「人形舞台劇」

地域子育て支援

ミラクルで コミカルな 家族の絆の物語

笑
い
の
中
に
涙
と
感
動
　

「
生
ま
れ
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
」

お問い合わせ　市民図書館　☎538-350010月27日㈯～11月9日㈮は読書週間です



お問い合わせ　商工労政課　☎537-5964

☎538-0512

☎548-5500

働く人の
サポートガイド

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か

勤労者応援窓口の紹介

働いている人、働きたい人を応援
するさまざまな機関を紹介します。
気軽にご利用ください。

☎534-8684

☎534-8614

☎535-1512

☎538-3155

☎532-3040
70120-601-540

☎532-4025

☎552-3220

☎536-0110

☎533-8878

☎542-2230

☎542-3411

☎529-8615

☎532-8486

☎533-8600
70120-119-201

☎533-6969

☎533-8600

☎538-9111

☎538-9111

☎538-8622

☎537-5964

高砂町2-50（OASISひろば21地下1階）ハローワークプラザおおいた

東春日町17-20（第2ソフィアプラザビル）大分労働局

10月1日㈪～25年1月31日㈭

市内のインフルエンザ予防接種実施医療機関
（事前の電話予約が必要です）

◉接種日に満65歳以上の市民
◉接種日に満60歳以上65歳未満で、心臓、腎
臓、呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能に障がいを有し、身体障害
者手帳1級相当に該当する市民

①健康保険証や運転免許証など
②健康手帳（持っている人のみ）
③生活保護診療依頼証【生活保護世帯の人のみ】 
④介護保険料決定通知書または⑤介護保険負
担限度額認定証または⑥市民税非課税世帯確
認書【市民税非課税世帯の人のみ】
※⑥は保健所健康課が発行しますので、接種1
週間前までにご連絡ください。

1,500円（ただし、生活保護世帯の人は持参品
③、市民税非課税世帯の人は持参品④⑤⑥の
いずれかがあれば無料で受けられます）

自　己
負担金

持参品

対　象

場　所

期　間

高齢者の季節性インフルエンザ
予防接種費用の助成

お問い合わせ　保健所健康課　☎536-2562

　24年1月1日以後に締結した介護医療保険が新た
に生命保険料控除の対象に追加されます。

※23年12月31日以前に締結した保険契約に係る一般生命保険料控除およ
　び個人年金保険料控除はそれぞれ35,000円。

生命保険料控除の見直し

　退職所得に係る市民税・県民税の10%税額控除が
廃止されます。また、法人役員など（勤続5年以下）の
退職所得への2分の1課税が廃止されます。
※25年1月1日以後に支払われるべき退職所得から適用されます。

退職所得課税の見直し

　市内に事務所または事業所がある次の法人への寄
附金が控除の対象に追加されます。
・特定公益増進法人への寄附金
 （社会福祉法人、公益社団法人、公益財団法人など）
・国立大学法人、公立大学法人などへの指定寄附金
・認定NPO法人への寄附金

寄附金税額控除の見直し

市民税・県民税の主な税制改正

お問い合わせ　市民税課
☎537-5729　☎537-5730

中
小
企
業
の

経
営
者
の
皆
さ
ん

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
安
全
・
確
実
・
有
利
な
国
の

退
職
金
制
度
で
す
。

　
従
業
員
の
退
職
金
を
計
画
的
に
準
備

で
き
ま
す
。中
小
企
業
で
も
退
職
金
制
度

が
確
立
で
き
、求
人
対
策
、従
業
員
の
意

欲
向
上
、定
着
化
に
役
立
ち
ま
す
。

　
　
　
　
　
受
取
人
は
加
入
従
業
員
で
す
。

◉
退
職
一
時
金

　
加
入
従
業
員
が
退
職
し
た
と
き

◉
遺
族
一
時
金

　
加
入
従
業
員
が
死
亡
し
た
と
き

◉
年
金

　
加
入
期
間
10
年
以
上
の
退
職
者
が
希
望

　
す
る
と
き

全
額
事
業
主
の
負
担
で
、従
業
員
1
人
に
つ

き
30
口（
1
口
1
、0
0
0
円
）で
月
額

3
0
、0
0
0
円
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

※
掛
金
は
、損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
で
き

ま
す
。

25年度

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で
す
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

特　色

給
付
金

補
助
金
額

申
請
期
間

対
象
者

掛  

金

特
定
退
職
金
共
済
制
度

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

大
分
市
中
小
企
業
退
職
金

共
済
掛
金
補
助
制
度

掛
金
月
額
の
1
0
0
分
の
20

（
た
だ
し
、従
業
員
1
人
当
た
り
の
掛
金
月
額
が
5
、0
0
0
円
以
上

の
場
合
は
、補
助
対
象
掛
金
月
額
を
5
、0
0
0
円
と
し
て
計
算
）

次
の
三
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、市
税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
主

②
事
業
所
と
し
て
、初
め
て
特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入

し
た
事
業
主

③
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
が
1
0
0
人
以
下

　（
卸
売
業
、小
売
業
、サ
ー
ビ
ス
業
は
20
人
以
下
）

1
年
目
…
12
回
目
の
掛
金
を
納
付
し
た
日
か
ら
3
か
月
後

　
　
　
　
の
月
末
ま
で

2
年
目
…
24
回
目
の
掛
金
を
納
付
し
た
日
か
ら
3
か
月
後

　
　
　
　
の
月
末
ま
で

※
2
年
目
は
、再
度
申
請
が
必
要
で
す

　
市
で
は
、上
記「
特
定
退
職
金
共
済
」に
新
規
加
入
し
た

事
業
主
に
共
済
掛
金
の
一
部
を
2
年
間
、補
助
し
ま
す
。

商
工
労
政
課
　
☎
5
3
7
・
5
9
6
4

 

一般生命保険料控除

個人年金保険料控除

介護医療保険料控除

それぞれの適用限度額
28,000円

合計適用限度額
70,000円新 設

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　
大
分
商
工
会
議
所 

　
☎
5
3
6
・
3
1
3
5

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

大
分
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　 

☎
5
3
6
・
3
1
3
5

野
津
原
町
商
工
会

　
　
　
　
　 

☎
5
8
8
・
0
1
0
1

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　
　
　
　
　 

☎
5
3
6
・
6
3
3
1

府内町三丁目4-20（大分恒和ビル7階）
㈶産業雇用安定センター

中央町四丁目2-5（全労済ソレイユ3階）
㈶おおいた勤労者サービスセンター

都町四丁目1-20
ハローワーク大分

東春日町1-1 NS大分ビル1階
大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）

新川町二丁目1-36（大分合同庁舎2階）
大分労働基準監督署

中央町四丁目2-5（全労済ソレイユ6階）
大分地区ライフサポートセンター

大手町三丁目1-1（県庁本館7階）　
大分県労政・相談情報センター

4階
雇用均等室

高城西町32-16
（公社）大分市シルバー人材センター

3階
総合労働相談コーナー

ジョブカフェおおいた

大字下宗方字古川1035-1
大分職業訓練センター

大字下宗方字古川1035-1
大分高等技術専門校

大字皆春1483-1
（独）大分職業訓練支援センター
（ポリテクセンター大分）

金池町一丁目1-1（大交セントラルビル3階）
㈶大分県総合雇用推進協会

おおいた人材Uターンセンター

マザーズコーナー

大分新卒応援ハローワーク
（学生職業相談コーナー）

正規就労総合支援センター

大分わかもの支援コーナー

職業相談コーナー

荷揚町2-31（市役所本庁舎9階）
市商工労政課

全国ネットを通じた出向・移籍についての相談、人材・
求人情報の収集・提供（在職者を対象）

勤労者向けの福利厚生サービスの提供

求人情報の閲覧、職業相談・紹介・就職支援セミナー、
職業訓練受講の案内

女性のための仕事相談
働きたい女性のための託児サービス（要予約）

賃金・労働時間などの労働条件、労働災害の防止・労
災保険の給付に関する相談

労働問題全般の相談受付

男女の雇用機会均等などの確保、育児・介護休業やパ
ート労働法に関する相談

高齢者の短期的・臨時的な就業、そのほかの軽易な業
務に係る就業

労働問題に関するあらゆる分野の相談などへのワン
ストップサービス

35歳未満の就労を希望する若者への情報提供・相
談、事業主への情報提供

職業訓練に関する研修施設の利用

若年者、高齢者、障がい者などの雇用問題、雇用開発などに関
する調査研究、情報提供、ジョブカフェおおいたの運営など

U・Iターン希望者および受け入れ企業に対する情報
提供・相談

子育てをしながら就職を希望する人の総合的な相談

新規学校卒業予定者などの就職に関する総合的な相談

非正規雇用労働者として働いていた人で、正社員での
就労を希望する人の相談・支援

おおむね40歳未満の人の職業相談、支援、紹介

再就職を希望している人（パートを含む）への職業相
談、紹介

労働問題に関する相談の受付、各種専門機関の紹介

職業訓練、技術講座の受講

　H24.10.17 H24.10.1　 6



　H24.10.19 H24.10.1　 8

場　　所

招 待 席

招待者数

対　　象

コンパルホール5階　体育室
指定席

各30組60人（ペアチケット）〈多数時は抽せん〉
市民

場　　所

招 待 席

招待者数

対　　象

県立総合体育館
自由席

50組100人（ペアチケット）〈多数時は抽せん〉
市民

◎申込み
往復はがき（1人1枚）に、申込者2人の住所、氏名、電話番
号を記入し、10月19日㈮〈消印有効〉までに㈱大分ス
ポーツプロジェクト「大分市招待事業」係（〒870-0846
花園11-7　喜和屋ビル1階）へ。

©Photo by Vasagey Oita©Photo by Vasagey Oita©Oita HeatDevils/bj-league©Oita HeatDevils/bj-league

「大分ヒートデビルズ」「バサジィ大分」のホームゲームに 
市民の皆さんを無料招待

大分ヒートデビルズ VS 大阪エヴェッサ バサジィ大分 VS デウソン神戸

往復はがき（1人1枚）に、観戦希望日、申込者2人の住所、
氏名、電話番号を記入し、10月19日㈮〈消印有効〉までに
㈱大分ヒート「大分市招待事業」係（〒874-0828　別府
市山の手町9番40号 別府山の手ライフガーデン）へ。

国内トップクラスのスポーツリーグで活躍する「大分トリ
ニータ」「大分三好ヴァイセアドラー」「バサジィ大分」「大分
ヒートデビルズ」の4チームが、活動の拠点とする大分市。
市では、各チームを市民が一緒になって応援することで、生
まれる一体感や地域の活性化などを通じて、スポーツが生活
に溶け込んだ活気のあるまちづくりに取り組んでいます。
今回は、バスケットボール・bj リーグ「大分ヒートデビルズ」、
フットサル・Ｆリーグ「バサジィ大分」のホームゲームに、大分
市民を無料で招待します。
皆さんの熱い応援で、両チームを勝利に導きましょう。

◎申込み

お問い合わせ　文化国際課　☎537-5663

内 容 内 容

うすき竹宵物語2012
～秋の海・山ぶらり散策～

秋のファミリーパーク
～のつはるの秋を楽しもう～

うすき少年自然の家 のつはる少年自然の家

11月25日㈰ 午後1時～11月10日㈯ 午後6時～
11日㈰ 午後1時～

お問い合わせ
うすき少年自然の家　10972-67-2200

お問い合わせ
のつはる少年自然の家　1589-2212

◎臼杵街並みめぐり
◎うすき竹宵見学
◎魚つり・オリエンテーリング など

◎紅葉ウオークラリー
◎野外調理
◎天体観測 など

対 象
定 員
参加料
申込み

小・中学生を含む家族
20組100人（多数時は抽せん）
1人2,160円（食事代、シーツクリーニング代など）
電話で、10月20日㈯正午までにうすき少年自然の
家へ。なお、10月1日㈪・8日㈪・15日㈪は休館日
です。

対 象
定 員
参加料
その他
申込み

市内・豊後大野市大野町居住の家族（グループ可）
20組200人（多数時は抽せん）
1人2,300円（食事代、シーツクリーニング代など）
野外調理の用具代として別途1組当たり300円が必要です。
電話で、10月16日㈫～11月1日㈭午後5時にのつ
はる少年自然の家へ。なお、10月22日㈪・29日㈪は
休館日です。

11月3日㈯
～4日㈰

午前10時30分

午後1時30分

11月10日㈯
～11日㈰

午前10時

午後1時30分

1泊
2日

1泊
2日

少年自然の家で秋を楽しみましょう 参 加 者 募 集

お問い合わせ　歴史資料館　☎549-0880

お問い合わせ　文化財課　☎537-5639

歴史資料館第31回特別展

大分どんなとこ
　　　 　こんなとこ

海
部
の
ま
つ
り 

2
0
1
2

平
成
23
年
4
月
に
旧
大
分
市
市

制
施
行
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
大

分
市
。こ
の
間
、急
激
な
テ
ン
ポ
で

近
代
化
が
進
み
、市
内
の
地
形
や
景

観
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。こ

う
し
た
変
化
を
わ
た
し
た
ち

に
語
り
伝
え
て
く
れ
る
も
の
の
一

つ
が
古
地
図
や
古
絵
図
。当
時
の

人
々
の
地
理
認
識
や
そ
の
時
代
の

歴
史
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、大
分
を
描
い
た
さ
ま

ざ
ま
な
古
地
図
や
古
絵
図
を
通
し

て
、大
分
が
世
界
や
日
本
全
体
の
中

で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
、認

識
さ
れ
て
い
た
の
か
、ま
た
そ
の
移

り
変
わ
り
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

開館時間 午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
休 館 日  10月22日㈪・29日㈪、11月12日㈪・19日㈪
観 覧 料  大人200円（団体150円）、
 高校生100円（団体50円）、中学生以下無料
※団体は20人以上。
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受
けている人とその介護者は無料。受付で手帳を提示してください。

※まつり会場内の駐車場は利用できません。会場と大在
公共ふ頭、坂ノ市駅前間の無料シャトルバスをご利用
ください。（午前9時30分～午後5時の間、随時運行）

「伊能図」に描かれた府内城下とその近郊の様子（19世紀）

10月19日㈮～11月25日㈰

10
月
21
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

─世界図・日本図の中の大分

■特別展記念講演会（無料）
日　時　11月11日㈰　午後1時30分～3時30分
場　所　歴史資料館講座室
定　員　80人（当日先着順）
演　題　「古地図にみる大分」
講　師　三好 唯義氏（神戸市立博物館 学芸員）

■展示解説講座（無料）
日　時　10月28日㈰　午後2時～
場　所　歴史資料館講座室
定　員　80人（当日先着順）

亀
塚
古
墳
公
園

場所

海部古墳資料館

JR日豊本線

坂ノ市
市民センター

大在東
グラウンド

国際貿易
センター 日吉原緑地

運動公園

国道197号

40m道路

坂ノ市駅大在駅

P

シャトルバス
乗り場

式
　
　
　
典

午
前
11
時
20
分
〜
正
午

古
代
衣
装
を
ま
と
い
、古
墳
を
舞
台
に「
登
高
の
儀
」「
奉
納
の
儀
」「
祝
餅

の
儀（
餅
ま
き
）」な
ど
の
儀
式
を
行
い
ま
す
。

４
世
紀
頃
か
ら
、大
和
朝
廷
と
深
い
結
び
つ
き
の
あ
っ
た
豊
後
海
部

の
民
。県
下
最
大
の
前
方
後
円
墳「
亀
塚
古
墳
」を
中
心
に
式
典
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
古
代
色
豊
か
に
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
広
場

古
代
の
火
起
こ
し
体
験
や
は
に
わ
作
り
・
勾
玉
作
り
な
ど
、親
子
で
楽
し

め
る
体
験
広
場
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
広
場

地
元
サ
ー
ク
ル
の
歌
や
踊
り
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

里
　
の
　
市

食
べ
物
の
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、に
ぎ
や
か
な
市
で
す
。

臨時駐車場
大在公共ふ頭

亀塚古墳公園
まつり会場

◉
は
に
わ
作
り
・
勾
玉
作
り
体
験（
先
着
50
人
・
材
料
費
3
0
0
円
）

申
込
み
／
当
日
、ま
つ
り
本
部
受
付
へ
。

　
1
回
目
受
付
　
午
前
9
時
30
分
〜
10
時

　
2
回
目
受
付
　
午
後
0
時
30
分
〜
1
時

ま
が
た
ま

1811（文化8）年、伊能忠敬が九州を測量し、作成した地図で、
当時の大分の地形や景観なども詳細に描かれています。

（伊能忠敬作「九州沿海図」）

西洋の地図に描かれた日本と豊後（16世紀）
（オルテリウス作「タルタリア図」）
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25
年
度
小
・
中
学
校
入
学

予
定
者
の
隣
接
校
選
択
制

申
請
手
続
き
説
明
会
を
開
き
ま
す

◆
月
日
・
場
所　

●

10
月
15
日
㈪
…

①
大
分
東
部
公
民
館　

②
稙
田
市
民

行
政
セ
ン
タ
ー　

③
大
在
市
民
セ
ン

タ
ー　

●

16
日
㈫
…
④
鶴
崎
市
民
行

政
セ
ン
タ
ー　

⑤
坂
ノ
市
市
民
セ
ン

タ
ー　

⑥
大
南
市
民
セ
ン
タ
ー　

⑦

大
分
西
部
公
民
館　

●

17
日
㈬
…
⑧

稙
田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー　

●

18
日

㈭
…
⑨
市
役
所
本
庁
舎
8
階　

大
会

議
室　

⑩
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ　

⑪
佐
賀

関
市
民
セ
ン
タ
ー　

⑫
明
治
明
野
公

民
館　

●

19
日
㈮
…
⑬
南
大
分
公
民

館　

⑭
鶴
崎
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー　

⑮
野
津
原
市
民
セ
ン
タ
ー

◆
時
間　

午
後
7
時
〜
（
④
⑧
⑨
は

午
前
10
時
〜
）

※ 

指
定
校
に
入
学
す
る
場
合
、
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

教
育
企
画
課（
☎
5
3
7
・
5
9

0
3
）

捕
獲
用
わ
な
の
購
入
費
な
ど
を

一
部
助
成
し
ま
す

◆
募
集
期
間　

10
月
15
日
㈪
〜
11
月

16
日
㈮

◆
対
象
動
物　

①
…
タ
ヌ
キ
・
ア
ナ

グ
マ
な
ど（
小
動
物
）　

②
…
カ
ラ
ス

◆
助
成
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る

農
業
者
で
、
狩
猟
免
許
保
持
者
ま
た

は
狩
猟
免
許
保
持
者
に
依
頼
す
る
人

※
狩
猟
免
許
保
持
者
は
、
県
の
狩
猟

者
登
録
が
必
要

◆
助
成
金
額　

①
…
購
入
費
の
3
分

の
2
以
内（
上
限
1
万
円
）　

②
…
購

入
費
・
資
材
購
入
費
の
3
分
の
2
以

内（
上
限
10
万
円
）

◆
そ
の
他　

●

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
大

型
わ
な
は
対
象
外　

●

応
募
多
数
時

は
抽
せ
ん

◆
申
込
み
・
　

購
入
の
前
に
必
ず
農

林
水
産
課（
☎
5
3
7・5
7
8
3
）へ
。

郷
土
の
緑
保
全
地
区
の
指
定（
案
）の

縦
覧
を
し
ま
す

◆
縦
覧
期
間　

10
月
3
日
㈬
〜
17
日

㈬◆
指
定
地
区（
案
）　

蓬ほ
う

莱ら
い

山さ
ん

古
墳
周

辺
地
区（
大
字
荏
隈
）

◆
縦
覧
場
所
・
　

公
園
緑
地
課（
本

庁
舎
7
階　

☎
5
3
7
・
5
6
3
8
）

が
け
崩
れ
な
ど
の
防
災
工
事
に

対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

◆
申
請
受
付
期
限　

10
月
31
日
㈬

◆
対
象　

●

が
け
地
の
高
さ
が
5
㍍

以
上
で
、傾
斜
度
が
30
度
以
上　

●

が
け
地
の
危
険
区
域
内
に
現
在
の

住
居
が
あ
り
、
同
じ
敷
地
内
に
移
転

可
能
な
土
地
が
な
い
。　

※
が
け
地

が
人
為
的
な
も
の
や
、
宅
地
造
成
工

事
に
よ
る
も
の
、県
が
行
う
防
災（
急

傾
斜
）事
業
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

◆
助
成
対
象
工
事　

コ
ン
ク
リ
ー
ト

擁よ
う

壁へ
き

、
石
積
み
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
擁

壁
、落
石
防
止
柵
な
ど

◆
助
成
対
象
者　

工
事
な
ど
を
行
う

土
地
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

◆
助
成
金
額　

工
事
、設
計
な
ど
に
要

す
る
費
用
に
、対
象
戸
数
の
区
分
に
応

じ
た
助
成
率
を
乗
じ
た
額
で
、1
戸
当

た
り
6
0
0
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

●

対
象
戸
数
1
戸
の
場
合
…
助
成
率

10
分
の
5　

●

対
象
戸
数
2
〜
4
戸

の
場
合
…
助
成
率
10
分
の
8

　

河
川
課（
☎
5
3
7
・
5
6
3
2
）

住
居
表
示
案
を
公
示
し
ま
す

　

高
尾
台
隣
接
地
区
、
高
崎
隣
接
地

区
お
よ
び
緑
が
丘
隣
接
地
区
は
25
年

1
月
19
日
㈯
か
ら
、王
子
西
南
・
王
子

山
の
手
地
区
は
26
年
1
月
11
日
㈯
か

ら
新
住
居
表
示
に
変
更
す
る
予
定
で

す
。そ
の
町
界
・
町
名
変
更
案
を
市
役

所
本
庁
舎
南
側
の
掲
示
板
に
公
示
し

ま
す
。

◆
期
間　

10
月
1
日
㈪
〜
31
日
㈬

　

市
民
協
働
推
進
課（
☎
5
3
7
・
7

2
5
0
）

10
月
は
情
報
化
月
間
で
す

　

市
役
所
の
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可
能
で
す
。
現
在
、

次
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

●

主
に
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

た
サ
ー
ビ
ス
…
電
子
申
請
、申
請
書
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
、公
共
施
設
案
内
・
予
約
、

図
書
の
蔵
書
検
索
・
予
約
、
地
理
情
報

（
お
お
い
た
マ
ッ
プ
）、議
会
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

●

事
業
者
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

…
電
子
入
札
、物
品
電
子
見
積

　

情
報
政
策
課（
☎
5
3
7
・
5
6

0
6
）

市
立
う
す
き
少
年
自
然
の
家
を

廃
止
し
ま
す

　

市
立
う
す
き
少
年
自
然
の
家
を
25

年
3
月
31
日
㈰
で
廃
止
し
ま
す
。
な

お
、
宿
泊
で
の
利
用
は
25
年
1
月
31

日
㈭
ま
で
で
す
。
廃
止
ま
で
の
利
用

の
予
約
は
、
利
用
日
の
10
日
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
電
話
・
場
所
・
　

う
す
き
少

年
自
然
の
家
（
臼
杵
市
大
字
下
ノ
江

1
1
1
0
の
1 

☎
0
9
7
2
・
6

7
・
2
2
0
0
）

家
庭
で
の
野
外
焼
却
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
庭
の
草
、

落
ち
葉
、せ
ん
定
し
た
枝
な
ど
を
、庭

先
で
燃
や
す
と
煙
や
悪
臭
が
発
生
し

ま
す
。
近
隣
の
迷
惑
に
な
る
よ
う
な

野
外
焼
却
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
草
や
せ
ん
定
し
た
枝
な
ど

も
、
ご
み
袋
（
45
㍑
）2
袋
以
内
で
あ

れ
ば
、
週
後
半
の
燃
え
る
ご
み
の
収

集
日
に
出
せ
ま
す
。

　

環
境
対
策
課（
☎
5
3
7
・
5
7

4
8
）

10
月
11
日
㈭
〜
17
日
㈬
は

違
反
建
築
防
止
週
間
で
す

　

期
間
中
、
市
内
全
域
を
対
象
に
建

築
工
事
現
場
の
立
ち
入
り
調
査
を

し
、
違
反
が
あ
れ
ば
所
有
者
な
ど
に

是
正
指
導
を
行
い
ま
す
。ま
た
、開
発

建
築
指
導
課
と
㈶
県
建
築
住
宅
セ
ン

タ
ー
で
建
築
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

開
発
建
築
指
導
課（
☎
5
3
7
・

5
6
3
5
）

市
外
部
行
政
評
価
委
員
会
を

公
開
し
ま
す

　

市
が
行
っ
て
い
る
事
業
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
外
部
行
政
評
価
委
員
会
の
評
価

の
審
議
過
程
を
公
開
し
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
12
日
㈮　

午
後
1
時

15
分
〜
4
時
45
分（
予
定
）

◆
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
8
階　

大

会
議
室

◆
定
員　

1
0
0
人
程
度
（
当
日
先

着
順
）

◆
対
象
事
業　

決
定
次
第
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

行
政
改
革
推
進
室（
☎
5
3
7
・

5
7
1
8
）

南
大
分
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
の

改
修
工
事
を
行
い
ま
す

　

南
大
分
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
は
、
25

年
1
月
4
日
㈮
〜
3
月
31
日
㈰
、
フ

ロ
ア
ー
床
面
の
改
修
工
事
の
た
め
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
予
約
お
よ
び
貸
し

出
し
の
再
開
に
つ
い
て
は
次
の
通
り

で
す
。

◆
予
約
再
開
予
定
日　

25
年
2
月
1

日
㈮

◆
貸
出
再
開
予
定
日　

25
年
4
月
2

日
㈫

　

南
大
分
体
育
館（
☎
5
4
6
・
7

0
1
0
）



『明るいビジョンは眼科健診から』
大切な目を守るために、年に１度、目の定期検診を受けましょう。
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市
美
術
館
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を

継
続
販
売
し
ま
す

◆
価
格　
●
一
般
…
2
、4
0
0
円　
●

高
校
生
・
大
学
生
…
1
、6
0
0
円　
●

パ
ス
ポ
ー
ト
60（
60
歳
以
上
※
年
齢
確

認
で
き
る
書
類〈
運
転
免
許
証
な
ど
〉

が
必
要
）…
2
、0
0
0
円　
●
ペ
ア
…

4
、0
0
0
円（
2
人
を
登
録
し
、う
ち

1
人
が
来
館
す
れ
ば
、そ
の
同
伴
者
は

特
定
し
ま
せ
ん
）

　

市
美
術
館（
☎
5
5
4・
5
8
0
0
）

　
　
集

募

米
粉
料
理
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

（
講
師
）の
派
遣
希
望
団
体

◆
期
間　

12
月
１
日
㈯
〜
25
年
2
月

28
日
㈭

◆
対
象　

営
利
を
目
的
と
し
な
い
料

理
講
習
会
な
ど
を
市
内
で
開
催
す
る

個
人
や
団
体
（
申
請
者
は
市
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と
）

◆
内
容　

米
粉
お
よ
び
米
粉
パ
ン
ミ

ッ
ク
ス
粉
…
合
わ
せ
て
4
㌔
㌘
以

内
、
１
回
の
講
習
会
に
つ
き
講
師
3

〜
5
人
派
遣

◆
募
集
期
間　

10
月
1
日
㈪
〜
22
日
㈪

※
補
助
要
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、産
業

振
興
課（
☎
5
3
7
・
7
0
2
5
）に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
作
品

◆
内
容　

家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た

衣
類
や
小
物
類
を
再
利
用
し
た
作
品

◆
出
品
料　

一
般
…
1
、0
0
0
円
、

高
校
生
…
5
0
0
円

◆
申
込
み
・
　

市
美
術
館
、
市
役
所

本
庁
舎
1
階
案
内
所
、
各
支
所
、
地
区

公
民
館
な
ど
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、作
品（
各
部

門
1
人
1
点
）
と
出
品
料
と
と
も
に
、

①
は
25
年
2
月
23
日
㈯
、
②
は
25
年

2
月
24
日
㈰
の
正
午
か
ら
午
後
4
時

ま
で
に
市
美
術
館（
大
字
上
野
8
6

5　

☎
5
5
4
・
5
8
0
0
）へ
。

建
築
キ
ッ
ズ
絵
画
展
の
作
品

◆
展
示
期
間　

25
年
1
月
29
日
㈫
～

2
月
3
日
㈰

◆
募
集
内
容　

日
頃
利
用
し
て
い
る
、

ま
た
は
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
公
共

建
築（
学
校
・
図
書
館
・
美
術
館
な
ど
）

を
描
い
た
作
品（
1
人
1
点
）

◆
対
象　

県
内
居
住
の
小
学
生

◆
申
込
み
・
展
示
場
所
・
　

ア
ー
ト

プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
出
品
申
込
書

お
よ
び
応
募
票（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、作
品
と
と
も
に
持
参
ま
た
は

◆
そ
の
他　

応
募
作
品
は
25
年
1
月

29
日
㈫
〜
2
月
5
日
㈫
に
ラ
イ
フ
パ

ル
で
展
示
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
　

ラ
イ
フ
パ
ル
、
各
支

所
、
明
野
出
張
所
、
地
区
公
民
館
、
大

分
エ
コ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、作
品
と
と
も
に
、12
月
26
日
㈬
ま

で
に
ラ
イ
フ
パ
ル
（
府
内
町
三
丁
目

7ｰ

39　

☎
5
7
3
・
3
7
7
0
）へ
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

◆
日
時　

11
月
4
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
1
時　

※
雨
天
中
止

◆
対
象　

市
内
・
由
布
市
居
住
の
個

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

◆
出
店
商
品　

日
用
雑
貨
、衣
類
、お

も
ち
ゃ
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
で
使

用
可
能
な
物
（
食
品
、
動
植
物
、
危
険

物
な
ど
は
不
可
）

◆
募
集
店
数
と
ス
ペ
ー
ス　

50
店（
多

数
時
は
抽
せ
ん
）、3
㍍
×
3
㍍
程
度

◆
申
込
み
・
場
所
・
　

往
復
は
が
き

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
参
加
人
数
、
出
店
内
容
（
商

品
の
種
類
と
数
）を
記
入
し
、10
月
19

日
㈮（
必
着
）ま
で
に
大
分
エ
コ
ラ
イ

フ
プ
ラ
ザ
（
〒
8
7
0
‐
1
2
0
5

大
字
福
宗
6
1
8 

☎
5
8
8
・
1
4

1
0
）へ
。

公
立
保
育
所
臨
時
保
育
士
の
登
録
者

　

登
録
制
で
、
必
要
な
と
き
に
随
時

採
用
し
ま
す
。

◆
勤
務
時
間　

基
本
…
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時　

早
出
…
午
前
7
時

郵
送
で
、10
月
1
日
㈪
～
11
月
30
日
㈮

（
必
着
）に
同
プ
ラ
ザ（
〒
8
7
0ｰ

0

0
4
6　

荷
揚
町
3ｰ

31　

☎
5
3
8
・

5
0
0
0
）へ
。

身
近
な
自
然
観
察
会
参
加
者

◆
日
時　

10
月
27
日
㈯　

午
前
10
時

～
正
午（
小
雨
決
行
）

◆
場
所　

霊
山
森
林
公
園（
岡
川
）

◆
定
員　

60
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
申
込
み
・
　

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、参
加
者
全
員
の

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
入

し
、10
月
15
日
㈪（
必
着
）ま
で
に
環
境

対
策
課（
本
庁
舎　

☎
5
3
7
・
5
7

5
8 

5
3
8
・
3
3
0
2 
kan

kyo
tai5
@
city.o

ita.o
ita.jp

）へ
。

市
歳
末
た
す
け
あ
い
興
行

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」

◆
日
時　

12
月
1
日
㈯　

●

午
前
10

時　

●
午
後
2
時
30
分

◆
場
所　

大
分
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

30
分
〜
午
後
4
時　

遅
出
…
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
6
時
（
※
勤
務
地
に

よ
り
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

◆
勤
務
場
所　

市
内
の
公
立
保
育
所

◆
業
務
内
容　

保
育
業
務

◆
対
象　

保
育
士
の
有
資
格
者

◆
登
録
方
法　

書
類
審
査
、面
接

◆
賃
金　

日
額
7
、4
5
0
円

※
採
用
期
間
な
ど
は
、
子
育
て
支
援

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
　

事
前
に
電
話
で
、
面

接
日
時
を
確
認
し
、履
歴
書（
写
真
貼

付
）、保
育
士
証
の
写
し
を
持
参
し
、直

接
、子
育
て
支
援
課（
本
庁
舎
1
階
11

番
窓
口　

☎
5
3
7
・
5
7
9
4
）へ
。

モ
ニ
タ
ー
広
告
設
置
事
業
者

　

市
で
は
、
市
有
財
産
を
有
効
活
用

し
、新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
広
告
料

収
入
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、同
事
業
の
一
環
と
し
て
新
た

に
庁
舎
な
ど
で
動
画
広
告
を
放
送
す

る
モ
ニ
タ
ー
設
置
事
業
者
を
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
公
募
し
ま
す
。

◆
設
置
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
1
階

市
民
課
窓
口
・
待
合
所
、鶴
崎
支
所
1

階　

ホ
ー
ル
、
稙
田
支
所
1
階　

窓

口
、明
野
出
張
所　

待
合
所

◆
設
置
台
数　

計
5
台

◆
入
札
日
時
・
場
所　

11
月
7
日
㈬

午
前
11
時
〜　

市
役
所
本
庁
舎
9
階

第
2
入
札
室

◆
申
込
み
・
　

管
財
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、10

月
1
日
㈪
〜
22
日
㈪
に
直
接
、同
課（
本

庁
舎
5
階　

☎
5
3
7
・
5
6
0
8
）へ
。

◆
内
容　

企
業
や
団
体
に
よ
る
劇
や

踊
り
、演
奏
な
ど

◆
協
力
券　

1
、0
0
0
円（
10
月
1

日
㈪
か
ら
福
祉
保
健
課
〈
第
2
庁
舎

2
階
〉、
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、各
支
所
、明
野

出
張
所
、ト
キ
ハ
会
館
3
階「
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
」で
販
売
）

　

福
祉
保
健
課（
☎
5
3
7
・
5
6

2
3
）

能
楽
の
祭
典

◆
日
時　

12
月
16
日
㈰　

正
午

◆
出
演　

谷
村 

育
子
氏（
蝉せ
み

丸ま
る

）、
馬

野 

正
基
氏
（
国く

栖ず

）、
野
村 

万
禄
氏

（
隠
か
く
し

狸だ
ぬ
き

）

◆
料
金　

S
席
…
4
、0
0
0
円　

A

席
…
3
、0
0
0
円　

B
席
…
2
、0
0

0
円（
全
席
指
定
）〈
10
月
1
日
㈪
か
ら

平
和
市
民
公
園
能
楽
堂
、
ト
キ
ハ
会

館
3
階「
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
」、ロ
ー
ソ
ン

チ
ケ
ッ
ト
で
販
売
〉

◆
場
所
・
　

平
和
市
民
公
園
能
楽

堂（
☎
5
5
1
・
5
5
1
1
）

25
年
大
分
市
成
人
記
念
集
会

◆
日
時　

25
年
1
月
13
日
㈰　

正
午

（
開
場
は
午
前
11
時
20
分
）

◆
場
所　

大
分
文
化
会
館 

大
ホ
ー

ル
、大
分
城
址
公
園

◆
対
象　

平
成
4
年
4
月
2
日
〜
平

成
5
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人　

※
大
分
市
に
住
民
票
が
な
く
て
も
参

加
で
き
ま
す
。な
お
、本
人
あ
て
の
案

内
状
は
郵
送
し
ま
せ
ん
。

　

生
涯
学
習
課（
☎
5
3
7
・
7
0
3
9
）

市
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
企
画

「
第
一
月
曜
日
は
美
術
館
で
楽
し
も
う
！
」

秋
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
参
加
者

◆
日
時　

11
月
4
日
㈰　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
3
時

◆
内
容　

折
り
紙
講
座
、
音
楽
や
美

術
作
品
の
鑑
賞

◆
定
員　

30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

1
、0
0
0
円（
材
料
代
、

昼
食
代
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
観
覧
料

※
市
美
術
館
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
持
参

の
人
は
7
5
0
円
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
　

往
復
は
が
き

に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
し
、

10
月
15
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で
に
市

美
術
館（
〒
8
7
0ｰ

0
8
3
5 

大
字
上

野
8
6
5 

☎
5
5
4
・
5
8
0
0
）
へ
。

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
テ
ー
ジ
補
助
事
業

助
成
希
望
者

　

市
内
の
公
立
文
化
施
設
で
の
公
演

魚
料
理
教
室
〜
イ
カ
づ
く
し
〜

◆
日
時　

10
月
21
日
㈰　

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
1
時

◆
対
象　

グ
ル
ー
プ（
個
人
も
可
）

◆
定
員　

20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

1
人
1
、0
0
0
円（
材

料
費
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
　

往
復
は
が
き

に
団
体
名
、参
加
人
数
、代
表
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
10

月
10
日
㈬（
必
着
）ま
で
に
公
設
地
方

卸
売
市
場
管
理
事
務
所（
〒
8
7
0ｰ

0
0
1
8　

豊
海
三
丁
目
2ｰ

1　

☎
5
3
3
・
3
1
1
3
）へ
。

第
7
回
体
験
工
房「
染
色
」

◆
日
時　

10
月
21
日
㈰　

午
前
10
時

〜
正
午

◆
内
容　

お
茶
の
葉
で
布
を
染
め
る

◆
対
象　

小
学
生
以
上
（
低
学
年
は

保
護
者
同
伴
）

◆
定
員　

30
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料　

3
0
0
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
　

電
話
で
、10
月

1
日
㈪
〜
20
日
㈯
に
大
友
氏
遺
跡
体

験
学
習
館（
☎
5
4
4
・
5
0
1
1
）へ
。

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
教
室

①
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
ス
ク
ー
ル

◆
時
間　

午
後
1
時
～
4
時

◆
内
容　

新
生
児
の
育
児
、
妊
婦
体

験
、沐も
く

浴よ
く

実
習
な
ど

◆
対
象　

初
妊
婦
と
そ
の
夫

日
当
日
の
施
設
使
用
料
な
ど
を
市
が

助
成
し
ま
す（
限
度
額
15
万
円
）。

◆
定
員　

4
団
体（
個
人
）

※
多
数
時
は
抽
せ
ん

◆
対
象　

11
月
1
日
㈭
〜
25
年
3
月

31
日
㈰
の
期
間
中
、
入
場
者
を
限
定

し
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
な
ど
を

企
画
・
実
施
し
よ
う
と
す
る
営
利
を

目
的
と
し
な
い
団
体
・
個
人

◆
申
込
み
・
　

文
化
国
際
課
に
備

え
付
け
の
応
募
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
10
月
1
日
㈪
〜

19
日
㈮（
必
着
）に
直
接
、同
課（
本
庁

舎
5
階　

☎
5
3
7
・
5
6
6
3
）へ
。

市
美
展
出
品
作
品

◆
展
示
会
場　

市
美
術
館

◆
展
示
期
間　

25
年
3
月
1
日
㈮
〜

24
日
㈰（
3
月
11
日
㈪
・
18
日
㈪
は
休
館
）

◆
部
門　

①
書
、写
真
、デ
ザ
イ
ン　

②
洋
画
・
版
画
、日
本
画
、彫
刻
、工
芸

◆
定
員　

12
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

②
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
教
室

◆
時
間　

午
後
1
時
15
分
～
4
時

◆
内
容　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

◆
対
象　

生
後
3
〜
5
か
月
児
と
そ

の
父
母

◆
定
員　

15
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品　

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル

☆
月
日　

10
月
20
日
㈯

☆
場
所　

稙
田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー

☆
①
・
②
の
教
室
参
加
者
の
交
流
会

も
行
い
ま
す
。

☆
申
込
み　

電
話
で
、10
月
2
日
㈫
〜

17
日
㈬
に
県
助
産
師
会（
☎
5
3
4
・

0
7
5
3
）へ
。

　

子
育
て
支
援
課（
☎
5
3
7
・
5

6
7
5
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

月　

日

科　

目

時
間

甲種

10
／
12
㈮

　　

17
㈬

物
理
化
学

法
令

午前9時30分

〜

午後4時30分

乙種

10
／
7
㈰

　　

8
㈪

　　

21
㈰

　　

28
㈰

法
令

物
理
化
学

法
令

物
理
化
学

◆
場
所　

県
教
育
会
館（
下
郡
）

◆
そ
の
他　

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代

が
必
要

◆
申
込
み
・
　

各
消
防
署
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
各
講

習
日
の
前
日
ま
で
に
直
接
、
消
防
局

予
防
課（
舞
鶴
町
一
丁
目
1ｰ

1　

☎

5
3
2
・
3
1
9
9
）へ
。

問総務課（☎537ｰ5602）

大分市誕生１００年市民企画実施事業大分市誕生１００年市民企画実施事業

25年7月オープンの「ホルトホール大分」大ホー
ルで25年7月28日㈰に開催する、市誕生100年
を祝う音楽会の合唱団員を募集します。
対　象　市内に居住または勤務、通学している中
　　　　学生以上の人
定　員　120人程度（多数時はパートごとに書類
　　　　審査などにより選考）
参加料　800円程度（楽譜代）
曲　目　「大分市歌」、ベートーベン作曲「交響曲第9番」
練　習　12月～25年7月（月2回程度行う予定）
申込み　市役所本庁舎1階案内所、各支所、明野

出張所、各地区公民館などに備え付け
の申込書（市ホームページでダウンロ
ードも可）に記入し、10月1日㈪～31
日㈬〈必着〉に郵送の場合は佐々木（〒
870-0113 大字家島725-2）、ファク
スの場合は柳井（5532-8593）へ。

※詳しくは、音楽を愛する大分市民の会 佐々木（☎
090-7456-0392）へお問い合わせください。な
お、募集要項を、申込書の設置場所および市ホーム
ページでも確認できます。

｢大分市誕生100年記念祝賀音楽会｣
合唱団員募集

問コンパルホール （☎538ｰ3700）

世界の料理と
モンゴル馬頭琴コンサート

Asian Week 2012
in コンパルホール

期間／10月22日㈪～28日㈰
時間／午前9時～午後6時
場所／2階　市民ギャラリー

無料

無料

無料

日本とモンゴル展

場所／3階　多目的ホール

午前11時～午後3時
◆モンゴルの民芸品などの販売
◆世界の料理を楽しもう
◆世界の伝統衣装を
　着てみよう!

午後1時50分～2時45分
◆日本モンゴル外交関係樹立40周年
　記念イベント
　馬頭琴コンサート

10月28日㈰ 

　
　



大分市の
面積と人口

【8月末日現在の住民基本台帳人口】

 229,415人男
世帯数

 501.28㎢面　積
人　口  477,195人

女

7月9日の外国人登録法の廃止およ
び住民基本台帳法の一部改正に伴
い、7月末の集計から複数国籍世帯
（混合世帯）を1世帯としています。

「車にも 乗せようマナーと 思いやり」
問生活安全推進室（☎537-5997）

■交通安全スローガン

 247,780人 207,648世帯

10月1日～12月31日の間、赤い羽根共同募金運動を行います
お寄せいただいた募金は、地域福祉の充実に役立てられます。
皆さんの温かい善意をお待ちしています。問福祉保健課（☎537-5623）

H24.10.1　 14　H24.10.115

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
の
各
種
教
室

（
☎
5
4
5
・
8
6
1
6
）

◎
写
真
を
生
か
し
た
は
が
き
作
り（
夜
）

◆
日
時　

11
月
20
日
㈫
・
21
日
㈬　

午
後
6
時
30
分
〜
9
時（
全
2
回
）

◆
内
容　

パ
ソ
コ
ン
で
デ
ザ
イ
ン
文

字
や
写
真
入
り
の
は
が
き
を
作
成

◆
対
象　

パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力
が

で
き
る
人

◎
デ
ジ
カ
メ
写
真
を
整
理
し
よ
う

◆
日
時　

11
月
27
日
㈫
・
28
日
㈬　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午（
全
2
回
）

◆
内
容　

パ
ソ
コ
ン
で
の
写
真
の
整

理
・
加
工
、
動
画
の
作
成
方
法
を
学
ぶ

◆
対
象　

パ
ソ
コ
ン
の
機
能
を
も
っ

と
使
い
こ
な
し
た
い
人

☆
定
員　

各
30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

☆
受
講
料　

6
0
0
円

☆
申
込
み
・
場
所
・
　

往
復
は
が
き

（
1
教
室
に
つ
き
1
人
1
枚
）に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、教
室
名
を
記
入
し
、

10
月
23
日
㈫（
必
着
）
ま
で
に
情
報
学

習
セ
ン
タ
ー（
〒
8
7
0ｰ

0
8
5
1

大
石
町
一
丁
目
3
組
）へ
。

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

◆
日
時　

10
月
31
日
㈬　

午
後
2
時

〜
3
時
30
分

◆
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
8
階　

大

会
議
室

◆
内
容　

悪
質
商
法
に
つ
い
て
の
寸
劇

◆
定
員　

70
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
　

直
接
ま
た
は
電
話

で
、
10
月
26
日
㈮
ま
で
に
ラ
イ
フ
パ

ル（
府
内
町
三
丁
目
7ｰ

39　

☎
5
7

料　

1
人
2
0
0
円　

※
昼
食
は
準

備
し
ま
す
。　

◆
申
込
み
・
　

は
が

き
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
、
参
加
者
全

員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
10
月
19
日
㈮（
必
着
）
ま

で
に
県
建
設
政
策
課（
〒
8
7
0
‐
8

5
0
1 

大
手
町
三
丁
目
1
‐
1　

☎

5
0
6
・
4
5
5
5 

a1
8
7
0
0
@

pref.o
ita.lg.jp

）へ
。

在
宅
障
が
い
児（
者
）の
療
育
相
談

実 施 施 設 日 時・場 所

大分療育センター
☎080ｰ1737ｰ9082

10月～3月の毎週火曜日
午前10時〜午後3時
市障害者生活支援センター

（大分西部公民館併設）

博愛こども成育
医療センター
☎080ｰ2745ｰ4593

10月～3月の毎週水曜日
午前10時〜午後3時
市障害者生活支援センター

（大分西部公民館併設）

大分こども
発達支援センター
つばさ学園
☎557ｰ0114

10月～3月の毎週木曜日
午前10時〜午後3時
大在市民センター

◆
対
象　

市
内
居
住
で
、
在
宅
の
重

症
心
身
障
が
い
児（
者
）、
知
的
障
が

3
・
3
7
7
0
）へ
。

歴
史
資
料
館
の
教
室
・
講
座

（
☎
5
4
9
・
0
8
8
0
）

①
第
10
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

　
「
管く

だ

玉た
ま
・
丸ま
る

玉た
ま

作
り
」

◆
日
時　

10
月
20
日
㈯　

午
前
9
時

30
分
〜
、午
後
2
時
〜

◆
定
員　

各
70
人（
先
着
順
）

◆
受
講
料　

2
6
0
円

②
第
11
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

　
「
遺
跡
発
掘
体
験
」

◆
日
時　

10
月
27
日
㈯　

午
後
1
時

30
分
〜

◆
定
員　

50
人（
先
着
順
）

③
ふ
る
さ
と
の
歴
史
再
発
見

　

民
俗
・
文
化
史
の
コ
ー
ス

◆
日
時　

11
月
10
日
・
17
日
、12
月
8

日
・
22
日
（
全
土
曜
日　

4
回
）　

午

後
2
時
〜
3
時
30
分

◆
対
象　

高
校
生
以
上

◆
定
員　

70
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

3
0
0
円

☆
場
所　

①
・
③
は
歴
史
資
料
館
、
②

は
大
友
氏
遺
跡（
元
町
）

☆
申
込
み
・
　

①
・
②
は
電
話
で
、10

月
4
日
㈭
か
ら
、③
は
往
復
は
が
き
に

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、講
座
名
を
記

入
し
、10
月
15
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で

に
歴
史
資
料
館（
〒
8
7
0ｰ

0
8
6

4　

大
字
国
分
9
6
0ｰ

1
）へ
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

◆
日
時　

10
月
29
日
㈪　

午
後
1
時

30
分
〜
4
時

◆
場
所　

九
州
労
働
金
庫
大
分
支
店

い
児（
者
）、身
体
障
が
い
児（
者
）お
よ

び
そ
の
家
族　

◆
申
込
み
・
　

電
話

で
、各
施
設
へ
。

狩
猟
者
登
録

◆
月
日
・
場
所　
●
10
月
9
日
㈫
…
稙

田
公
民
館　

●

10
日
㈬
…
県
教
育
会

館（
下
郡
）　

●

11
日
㈭
…
大
南
公
民

館　

●

15
日
㈪
…
鶴
崎
公
民
館　

◆

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時（
11
日

㈭
は
午
後
1
時
〜
3
時
30
分
）　

※
詳

し
く
は
、
県
中
部
振
興
局
農
山
漁
村

振
興
部
森
林
管
理
班（
☎
5
0
6
・
5

7
4
9
）へ
。

「
大
分
長
崎
観
光
同
盟
一
周
年
記
念
」

あ
の
人
と
さ
る
こ
う
！
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
長
崎
と
龍
馬
ゆ
か
り
の
地

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

◆
日
時　

11
月
4
日
㈰
・
18
日
㈰
・
23

日
㈮
・
25
日
㈰　

午
前
7
時
10
分
〜

午
後
7
時
30
分　

◆
集
合
場
所　

Ｊ

Ｒ
大
分
駅　

◆
内
容　

坂
本
龍
馬
の

銅
像（
風
頭
公
園
）・
オ
ラ
ン
ダ
坂
・
大

浦
天
主
堂
巡
り
な
ど　

◆
定
員　

各

5
階　

会
議
室（
寿
町
）

◆
内
容　

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

◆
定
員　

1
5
0
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
　

電
話
か
、商
工
労
政

課
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
10
月
22
日
㈪
ま
で
に

同
課（
本
庁
舎
9
階　

☎
5
3
7
・
5

9
6
4　

5
3
3
・
9
0
7
7
）へ
。

2
級
ヘ
ル
パ
ー
講
座

◆
月
日　

10
月
13
日
㈯
か
ら
土
・
日

曜
日
の
全
14
日
間　

◆
場
所　

稙
田

公
民
館
ほ
か　

◆
定
員　

30
人（
先
着

順
）　

◆
受
講
料　

5
8
、5
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）　

◆
申
込
み
・

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓス

マ

イ

ス

Ｍ
Ｉ
Ｓ（
☎
5
4

7
・
0
1
5
2
）へ
。

大
分
年
金
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
5
5
2
・
1
2
1
1
）

◎�

国
民
年
金
保
険
料
の
半
年
前
納
は

　

10
月
31
日
㈬
ま
で
に

　

国
民
年
金
保
険
料（
10
月
〜
3
月

分
）を
10
月
31
日
㈬
ま
で
に
一
括
前
納

す
る
と
、8
万
9
、8
8
0
円
が
、8
万

9
、1
5
0
円（
7
3
0
円
の
割
引
）
と

な
り
ま
す
。な
お
、納
付
書
を
持
っ
て

い
な
い
人
は
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

後
納
制
度（
国
民
年
金
保
険
料
の

　

納
付
期
限
の
延
長
）が
始
ま
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

45
人（
先
着
順
）　

◆
参
加
料　

4
、8

0
0
円（
小
学
生
以
下
は
3
、8
0
0

円
）
※
昼
食
代
を
含
む　

◆
申
込
み
・

　

電
話
で
、10
月
1
日
㈪
か
ら
、長

崎
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
☎
0
9
5
・
8
2
3
・
7
4
2
3
）へ
。

第
56
回
県
民
登
山
教
室

◆
日
時　

11
月
11
日
㈰　

午
前
5
時

30
分　

◆
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
大
分
駅

◆
目
的
地　

韓
国
岳（
宮
崎
県
え
び
の

市
）　

◆
定
員　

30
人（
先
着
順
）　

◆

参
加
料　

1
万
円（
小
学
生
以
下
7
、

0
0
0
円
）　

※
交
通
費
、
保
険
料
な

ど
を
含
む　

◆
申
込
み
・
　

電
話

で
、11
月
1
日
㈭
ま
で
に
県
山
岳
連
盟

伊
東（
☎
5
3
7
・
3
3
3
3
）へ
。

無
料
調
停
相
談
会

◆
日
時　

10
月
14
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
4
時　

◆
場
所　

ア
イ
ネ
ス

（
東
春
日
町
）　

◆
内
容　

離
婚
、
多

重
債
務
、家
庭
内
の
問
題
、お
金
の
貸

し
借
り
な
ど　

　

大
分
調
停
協
会

（
☎
5
3
2
・
7
1
6
1
）

を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
2
年
を
超
え
る

と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
10
月
か
ら
3
年
間

に
限
り
、
過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘

れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
申
込
み
や
審
査
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
大
分
年
金
事
務
所
へ
。

赤
十
字
救
急
法
等
講
習
会

コ　ー　ス 日　　時 定員 参加料

① 乳幼児の応急・
救命手当と看病講習会

10/6㈯・7㈰
午前9時～午後5時30分 20人 1,500円

② 赤十字救急法救急員
資格継続研修会

10/17㈬
午前10時～午後3時 30人 1,000円

③ 赤十字救急法
基礎講習会

●10/18㈭・19㈮ 午後6時40分～9時
●11/2㈮ ●12/7㈮ 午前9時～午後3時

各
30人 1,500円

④ 赤十字幼児安全法
支援員資格継続研修会

10/23㈫
午前10時～午後3時 20人 1,000円

⑤ 赤十字救急法
救急員養成講習会

●11/3㈯・4㈰ ●12/8㈯・9㈰
午前9時～午後5時30分

各
30人 1,500円

⑥ 高齢者の健康・
安全サポート講習会

11/7㈬・8㈭
午前9時30分～午後5時 20人 1,000円

⑦ 災害時の高齢者支援
講習会

12/7㈮
午後3時20分～5時 30人 50円

◆
対
象　

15
歳
以
上（
②
・
④
は
資
格

取
得
し
、2
年
以
上
経
過
し
た
人
、
⑤

は
基
礎
講
習
修
了
者
）　

◆
申
込
み
・

場
所
・
　

は
が
き
ま
た
は
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
で
、日
赤
大
分
県
支
部（
〒
8

7
0ｰ

0
0
3
3　

千
代
町
二
丁
目

3ｰ
31　

☎
5
3
4
・
2
2
3
6　

親
子
料
理
教
室（
野
菜
ま
る
ご
と
大
分
）

◆
日
時　

10
月
28
日
㈰　

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
1
時　

◆
場
所　

市
公

設
地
方
卸
売
市
場　

調
理
実
習
室　

◆
内
容　

県
産
野
菜
を
使
っ
た
料
理

教
室　

◆
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保

護
者　

◆
定
員　

10
組（
1
組
2
人
・

多
数
時
は
抽
せ
ん
）　

◆
申
込
み
・

　

は
が
き
に
、参
加
者
の
住
所
、氏

名
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
し
、
10
月
15
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に

市
青
果
商
業
協
同
組
合（
〒
8
7
0ｰ

0
0
1
8　

豊
海
四
丁
目
1ｰ

1　

☎
5
3
3
・
3
3
2
2
）へ
。

5
3
3
・
6
7
9
5
）へ
。

第
89
回
市
民
水
泳
競
技
大
会

◆
日
時　

11
月
4
日
㈰　

午
前
10
時

◆
場
所　

市
営
温
水
プ
ー
ル（
西
浜
）

◆
対
象　

市
内
居
住
の
小
学
生
以
上

◆
参
加
料　

1
種
目
に
つ
き
、小
・
中

学
生
、
高
校
生
は
4
0
0
円
、
大
学

生
・
一
般
は
8
0
0
円　

◆
競
技
種

目　

市
営
温
水
プ
ー
ル
の
窓
口
に
置

い
て
い
る
大
会
要
項
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。　

◆
申
込
み
・
　

市
営

温
水
プ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
申
込

票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料

を
添
え
て
郵
送
（
現
金
書
留
）
で
、
10

月
7
日
㈰（
必
着
）ま
で
に
市
水
泳
協

会
事
務
局　

木
本
高
正
（
〒
8
7
0

‐
0
0
0
7　

王
子
南
町
2
‐
8　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
王
子
1
0
5　

☎
0

9
0
・
1
1
6
7
・
2
6
0
4
）
ま
た

は
直
接
、市
営
温
水
プ
ー
ル
へ
。

県
立
盲
学
校
学
校
公
開
と
授
業
公
開

◆
日
時　

10
月
26
日
㈮　

午
前
10
時

〜
午
後
2
時
20
分　

◆
内
容　

学
校

案
内
、公
開
授
業
、視
覚
障
が
い
セ
ミ

ナ
ー
な
ど　

◆
場
所
・
　

県
立
盲
学

校（
金
池
町　

☎
5
3
2
・
2
6
3
8
）

第
22
回
親
子
と
土
木
の
ふ
れ
あ
い
見
学
会

◆
日
時　

11
月
17
日
㈯　

午
前
9
時

〜
午
後
5
時　

◆
集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ

大
分
駅　

◆
見
学
場
所　

稲
葉
ダ
ム

（
竹
田
市
）ほ
か　

◆
対
象　

小
学
生
以

上
と
そ
の
保
護
者　

◆
定
員　

1
0

0
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）　

◆
参
加

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
へ
▼
大
分
キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区　

▼
三
浦
紀
子（
金
池
南
）

▼
岡
村
豊
子（
岩
田
町
）
▼
上
野
親
弘

（
明
野
高
尾
）▼
川
邉
典
子（
明
野
北
）

▼
是
永
高
子（
東
春
日
町
）▼
松
本
茂
実

（
畑
中
）▼
小
畑
八
千
代（
錦
町
）▼
益
田

忠
明（
岩
田
町
）▼
堀
秋
夫（
新
春
日
町
）

▼
西
村
玲
子（
千
歳
）▼
牧
裕
幸（
新
貝
）

鶴
崎
地
区　

▼
平

達
也（
三
佐
）

大
在
地
区　

▼
姫
野
日
呂（
政
所
）

▼
齋
藤
カ
メ
カ
（
大
在
北
）
▼
薬
師
寺

英
二（
大
在
北
）

坂
ノ
市
地
区　

▼
佐
藤
ヨ
シ
ミ（
久
土
）

▼
山
口
拓
志（
里
）

大
南
地
区　

▼
三
宅
馨
（
竹
中
）
▼
甲

斐
猛（
端
登
）

稙
田
地
区　

▼
宮
崎
洋
子
（
敷
戸
南

町
）▼
井
口
克
裕（
宗
方
台
北
）▼
中
尾

欽
一（
宗
方
台
北
）▼
小
野
満
智
子（
上

宗
方
）▼
後
藤
俊
一（
宮
崎
）

佐
賀
関
地
区　

▼
桑
谷
圭
二（
本
神
崎
）

▼
佐
藤
一
夫（
木
佐
上
）

野
津
原
地
区　

▼
河
野
眞
雄（
竹
矢
）

市
外　

▼
池
部
和
美（
狛
江
市
）

以
上
8
月
5
日
受
付
分
ま
で

日
田
市
・
中
津
市
・
竹
田
市
水
害

へ
の
義
援
金

　

市
へ
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
日
田
市
・

中
津
市
・
竹
田
市
義
援
金
の
総
額
は
、8

月
31
日
現
在
で
2
3
8
万
1
、7
4
7

円
と
な
り
ま
し
た
。
温
か
い
ご
支
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　

市
役
所
第
2
庁
舎
2
階
福
祉
保
健

課
、
各
支
所
、
明
野
出
張
所
に
日
本
赤

十
字
社
の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

イベント
　　カレンダー

10
月

5
金
月と秋の星座・天体名所めぐり!
時間/午後7時30分～10時
（雨天・曇天時は映像による説明）
参加料/観覧料（大人400円、高校
生200円、中学生以下は無料）
場所・ 関崎海星館　
☎574-0100

6
土
「おおいた夢色音楽祭2012」
期間/7日㈰まで
●ストリートライブ…正午～午後
5時：中心市街地の商店街や公園
など延べ32ステージで200組を
超える出演者が演奏
●グルメおおいた…午前11時～
午後8時：若草公園、午前11時～
午後5時：ふないアクアパーク
【以下若草公園で開催】
●シンガーソングライターズ・コン
テスト…6日㈯午後5時30分～8時
●ファイナルナイト・ジャム～グラ
ンドフィナーレ…7日㈰午後5時
30分～8時
文化国際課　☎537-5663

秋の天の川と秋の星座・天体名
所めぐり!
開催日/6日㈯・7日㈰・12日㈮〜
14日㈰
時間・参加料・場所・ は上記5日
と同じ

7
日
大分トリニータ対
横浜ＦＣ
時間/午後1時～
場所/大分銀行ドーム

8
月
りゅう座流星群を見よう!
時間/午後7時～10時
参加料・場所・ は上記5日と同じ

12
金
一眼レフで星座を写そう!
内容/一眼レフカメラで、はくちょ
う座、わし座、こと座、夏の大三角
などを撮影します。※一眼レフカ
メラをご持参ください。
時間・参加料・場所・ は上記5日
と同じ

13
土
市公設地方卸売市場
市民感謝デー!!
時間/午前9時～正午
内容/新鮮な魚介類、水産加工品、
野菜、果物、花などの販売
場所・ 市公設地方卸売市場
☎533-3113

アサギマダラの観察会�
開催日/14日㈰・19日㈮・20日㈯
時間/午前10時～午後4時
内容/渡り蝶アサギマダラを中心
に、関崎の自然などについて観察
場所・ は上記5日と同じ

14
日

バサジィ大分対
湘南ベルマーレ
時間/午後1時～
場所/県立総合体育館

17
水

朗読ボランティア「わかば」に
よる読み聞かせ�
時間/午後3時30分～4時30分
内容/大型絵本「おしゃれなおた
まじゃくし」や紙芝居「おまんじ
ゅうのすきなとのさま」など
場所・ ライフパル  ☎573-3770

20
土

さがのせき朝市
時間/午前8時30分～10時30分
（商品がなくなり次第終了）
場所/県漁協佐賀関支店周辺
実行委員会　☎575-1000

10月
5日〜

©OITA F.C.

©Vasagey Oita
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今回の表紙今回の表紙

市
報
お
お
い
た
10
月
1
日
号（
毎
月
1
日
･
15
日
発
行
）

この市報は
再生紙を使用
しています。

企
画
・
発
行
　
大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課

〒
8
7
0‒

8
5
0
4
　
荷
揚
町
2
番
31
号

【
代
表
】1
5
3
4
・
6
1
1
1 

【
夜
間
・
休
日
】1
5
3
4
・
6
1
1
9

市
報
お
お
い
た
に
掲
載
し
て
い
る
情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://w

w
w
.city.o

ita.o
ita.jp

/
■
携
帯
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://w

w
w
.i-o
ita.n

e
t/o
itato

p
.cg
i

大分市テレビ広報

番組案内

上記の再放送

市政トピックス

10月13日㈯

※放送時間帯は各局の番組案内をご覧ください。

大分市内のケ－ブルテレビ局でも
放送しています。

※都合により、番組内容は
　変更になることがあります。

　小・中学校や高校の二学期が始まる9月
3日の朝に「全市いっせい『あいさつOITA＋
1大作戦!!』」を展開しました。児童・生徒を
元気なあいさつで迎えようと、あいさつ
OITA＋1運動広め隊の皆さんや地域、PTA
の方々が市立小・中学校の校門やJR大分駅
前において、登校してくる子どもたちや通勤
する皆さんに「おはよう!今日も1日頑張りま
しょう!」などの声掛けを行いました。
　わたしも午前7時30分過ぎに金池小学
校の正門の前で、校長や地域の方々などと
一緒に、登校してくる子どもたちに「おはよ
う!」「今日から二学期が始まるよ、頑張ろう
!」と大きな声で呼び掛けました。夏休みの
工作の宿題を手に、元気に登校してくる子
どもたちの口からも元気な「おはよう!」が
返ってくる様子は、本当にすがすがしく爽
やかなものでした。

  

　その後、大分駅の南口に移り、楊志館高
校の生徒や大分ヒートデビルズの選手と一
緒に、通学、通勤する人たちにあいさつを
行いました。あいさつは人と人との心を結
ぶ貴重な手段です。ほとんどの皆さんから
明るい笑顔とあいさつが戻ってきたことを
考えれば、これから市民の心をつなぎ、絆
づくりを進めていくためには、この運動は
非常に効果的なものと考えます。市民の皆
さん、大いにあいさつを交わしましょう。

毎週土曜日 OBS大分放送
午後5時15分～5時30分

OCT大分ケーブルテレコム
日・月・火・水

OCN大分ケーブルネットワーク
日・月・火・水

STV 佐賀関テレビ
火・水・木

こんにちは
市長室です

音楽の秋。「マリンバを通じて、人生で大切なものを見つけてもらえたら」と語るの
は、桂悠紀さん。大学生の時にマリンバに出会い、現在、演奏活動を行う傍ら、小・中学
生や高校生の音楽指導にもあたっている。「今後は、クラシックだけでなくさまざま
なジャンルに挑戦し、多くの人にマリンバを知ってもらいたい」と悠紀さん。その演
奏は、マリンバ特有の木のぬくもりのある深い音色を奏でていた。

具
14
点
、絵
画
・
墨
跡
19
点
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
内
、現
存
し
て
い
る
も
の

は
徳
川
博
物
館（
水
戸
）が
所
蔵
す
る

「
新
田
肩
衝
」、野
村
美
術
館（
京
都
）の

「
上
杉
瓢
箪
」と
呼
ば
れ
る
瓢
箪
茶
入

れ
、出
光
美
術
館（
東
京
）の
玉
澗
作「
山

市
晴
嵐
図
」の
3
点
の
み
で
、い
ず
れ
も

名
品
ば
か
り
。

　

こ
う
し
た
名
品
の
収
集
に
は
、南
蛮

貿
易
に
よ
る
ば
く
大
な
利
益
が
充
て
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
、宗
麟
の
経
済
力
と

茶
の
湯
と
い
う
当
時
の
文
化
的
教
養
へ

の
関
心
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

薩
摩（
現
鹿
児
島
）島
津
氏
が
、豊
後

に
迫
り
つ
つ
あ
っ
た
1
5
8
6（
天
正

14
）年
4
月
、宗
麟
が
大
坂
城
に
豊
臣
秀

吉
を
訪
問
し
た
と
き
の
こ
と
。秀
吉
が

当
時
、茶
の
湯
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
千

利
休
に「
宗
麟
は
茶
が
好
き
か
」と
尋
ね

た
と
こ
ろ「
な
か
な
か
の
数
寄
者
で
す
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

　

茶
の
湯
の
世
界
で
は
そ
の
心
を
理
解

し
、道
具
そ
ろ
え
や
茶
席
の
設
定
で
表

現
で
き
る
者
を
数
寄
者
と
呼
び
ま
す
。

宗
麟
の
茶
の
湯
へ
の
執
心
さ
を
示
す
エ

ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、茶
の
湯
で
は
茶
席
を
飾
る
道

具
と
絵
画
、墨
跡
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

宗
麟
は
、博
多
の
商
人
な
ど
と
の
交

渉
を
通
じ
、大
き
な
労
力
と
大
金
を
か

け
、国
内
の
各
地
か
ら
、名
品
を
収
集

し
、茶
道
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
記
さ
れ
た『
大
友
興
廃

記
』に
は
、宗
麟
の
所
持
し
て
い
た
茶
道

名
品
コ
レ
ク
タ
ー
「
宗
麟
」

　
大
分
市
が「
豊
後
府
内
」と
呼
ば
れ
た
戦
国
時
代
。

こ
の
地
に
南
蛮
文
化
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、国
際

文
化
都
市
と
し
て
繁
栄
さ
せ
た「
大
友
宗
麟
公
」を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

第6回

宗

お問い合わせ　文化財課　☎537-5639

10月6日㈯

上杉瓢箪（京都・野村美術館蔵）
大友宗麟旧蔵の茶道具。古くは大友瓢箪と呼ば
れたが、後に豊臣秀吉から上杉景勝に伝来した
ため上杉瓢箪と名付けられた。

「全市いっせい『あいさつＯＩＴＡ＋１大作戦！！』」を行いました

　市ホームページは新鮮情報満載です。このコーナ
ーは、市ホームページで市政について市長の日々の
思いをつづる「こんにちは市長室です」の「市長の日
記」からお届けします。「市政の今」を感じてください。

vol.
87

に
っ
た  

か
た 

つ
き

す　

き　

も
の

ひ
ょ
う
た
ん

ぎ
ょ
く
か
ん

し  

せ
い  

ら
ん  

ず

さ
ん

ぼ
く
せ
き

10月から番組の放送局が
OBS大分放送に変わります。


